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論 文 要 旨       

 

所属ゼミ   大藪 研究会 氏名 千年 樹月 

（論文題名） 

「華僑」の国籍や血縁の意識変化についての一考察 

―横浜山手中華学校の特質とこれから― 

（内容の要旨） 

【背景と目的】 

法務省の在留外国人統計より 2016年現在、日本に居住する中国人は 70万人を超

え、日本における最大の外国人集団として今後更に身近な存在になると考えられ

る。そんな彼らの教育環境に着目すると、「華僑学校」が挙げられるが、その実態

は 5校しかなく、各校の経営方針も独自的で個別性が高い。また、「華僑学校」は

「外国人学校」に属す教育機関として、「各種学校」として扱われ、教育基本法の

定める教育機関「一条校」とは違った立ち位置を持つ。故に、実に複雑で、未知な

部分も多いとされることから、目には見えない多くの課題や苦悩を持つ。 

本研究ではまず「外国人学校」とは？また、その中における華僑の多く通う「華

僑学校」とは？を取り上げ、整理を行うことで今まで不透明とされていた外国人の

日本国内での教育環境をひもとき、今後日本国内の「外国人学校」としての在り方

を見直すことで理解を深め、日本社会における相互理解へ繋げるものとする。 

特に、今回取り上げた横浜山手中華学校は「華僑学校」でありながら、政治的関

与は少なく、民族教育以外にも日本教育にも注力をした多文化教育を行う教育機関

である。よって、「外国人学校」として一般化出来るモデルではないながらも、今

後の日本社会における多文化共存の推進。また、学校としてどの様にカルチャーや

アイデンティティーの確立を行い、プレゼンスを高めていくかといった新たな課題

について提言を行うものとする。 

 

【検証方法】 

法務省の外国人学校に関する資料や華僑に関する文献を基に整理し、本研究では

「華僑」に対象を置いている為、「華僑」の通う教育機関である横浜山手中華学校

を対象とし、関係者 5名に直接インタビューや 20代～40代の卒業生にアンケート

を行い、収集したデータを基に分析及び考察を行う実証研究とする。 
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